
大江山 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

大
江
山

石
原
和
三
郎
　
作
詞

昔
、
丹
波
の
　
大
江
山
、

鬼
ど
も
、　
多
く
籠
り
い
て

都
に
出
て
は
　
子
供
等
や
、

人
の
宝
を
　
盗
み
行
く
。

源
氏
の
大
将
　
頼
光
は
、

時
の
帝
の
　
み
こ
と
の
り
、

お
う
け
申
し
て
　
鬼
退
治
、

勢
よ
く
も
　
出
か
け
た
り
。

家
来
は
名
高
き
　
四
天
王
、

山
伏
姿
に
　
身
を
や
つ
し
、

険
し
き
山
や
　
深
き
谷
、

道
な
き
道
を
　
切
り
開
き
。

　

　

一
、

二
、

三
、

大
江
の
山
に
　
来
て
見
れ
ば
、

酒
呑
童
子
が
　
頭
に
て
、

赤
鬼
・
青
鬼
　
集
り
て
、

舞
え
よ
歌
え
の
　
大
騒
ぎ
。

か
ね
て
用
意
の
　
毒
の
酒
、

勧
め
て
鬼
を
　
酔
い
潰
し
、

笈
の
な
か
よ
り
　
取
り
出
だ
す
。

鎧
・
兜
に
　
身
を
固
め
。

驚
き
惑
う
　
鬼
ど
も
を
、

一
人
残
ら
ず
　
斬
殺
し
、

酒
呑
童
子
の
　
首
を
取
り
、

目
出
度
都
に
　
帰
り
け
り
。

　四
、

五
、

六
、

し
て
ん
の
う

し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

め
で
た
く


